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哲
學
研
究
　
第
二
百
玉
十
二
號

七
二

『
陰
命
題
論
理
學
の
歴
史
』

ジ
ャ
ン
。
ル
カ
ジ
ェ
ウ
ィ
ッ
ツ

三

田

博

雄
　
課

　
現
今
数
學
基
礎
論
乃
至
集
舎
論
的
研
究
の
中
心
匡
ヴ
ィ
ン
及
び
フ
ル
ソ

ー
で
あ
ろ
。
こ
の
爾
學
劉
に
総
て
丁
数
學
看
の
活
動
に
封
慮
し
て
哲
識
者

ほ
哲
學
的
立
揚
か
ら
そ
の
墓
礎
付
け
に
参
與
し
て
共
に
統
一
科
學
た
打
建

て
ん
と
臼
沈
ん
で
み
る
Q
フ
粒
ソ
…
學
園
の
哲
論
者
と
し
て
ジ
ャ
ン
・
ル

カ
ツ
ェ
ウ
ィ
ヅ
ソ
弓
懸
に
畜
名
で
あ
る
。
簡
単
に
履
歴
葎
紹
介
す
れ
ば
、
一

八
七
入
年
ジ
ン
ベ
ル
〃
に
猛
れ
同
地
の
大
學
で
㍗
ウ
ソ
ル
ド
ウ
ス
キ
ー
に

哲
學
を
學
び
、
…
九
二
〇
年
以
來
ワ
ル
ソ
ー
に
哲
學
の
教
授
と
し
て
專
ら

論
理
墨
の
研
究
に
從
尊
し
て
る
る
。
こ
・
に
課
繊
し
れ
論
文
H
・
H
鋳
鼠
？

ゑ
。
辞
N
震
Φ
。
巴
凱
9
け
0
9
憎
〉
蕊
ω
p
二
三
〇
σ
q
一
一
ひ
司
降
窪
洋
三
引
切
鳥
・
頓
鴇
ぢ
い
轟
騨

Q
り
．
暦
嶺
－
肖
い
囲
　
ほ
こ
れ
ま
で
鍋
墨
さ
れ
て
る
糞
古
代
及
び
中
世
の
論
理
學

研
究
に
臣
現
今
の
論
理
算
法
と
殆
ど
測
じ
内
容
な
も
つ
命
題
論
理
墨
が
あ

ろ
こ
と
秘
指
摘
了
る
も
の
と
し
て
注
琵
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
近
代
の
論
理
算
法
の
教
へ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
形
式
論
理
學

の
う
ち
に
二
の
基
礎
的
分
科
が
隈
溺
さ
れ
る
。
そ
れ
は
算
撒
學

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

と
幾
何
學
と
の
相
蓬
に
も
劣
ら
す
相
互
に
異
な
る
命
題
論
理
學

　
ヘ
　
へ
　
も
　
も
　
へ

と
名
僻
論
理
墨
と
で
あ
る
。
爾
者
の
相
同
は
、
命
題
論
理
學
に
は

論
理
的
定
項
及
び
命
題
痩
項
の
み
現
れ
る
に
反
し
、
名
辮
論
理
畢

に
撃
て
歓
そ
の
外
に
名
僻
事
項
が
存
す
る
と
い
ふ
こ
と
に
あ
る
。

　
こ
の
絹
違
を
最
も
簡
羅
に
読
明
下
受
る
例
は
ス
ト
ア
派
及
び

ペ
リ
パ
ト
ス
派
の
同
一
律
で
あ
る
Q
誤
解
し
な
い
や
う
に
こ
・
で

先
づ
淫
翻
し
て
置
く
が
、
吾
々
の
食
逸
の
亀
鑑
で
は
こ
の
同
一
律

が
古
代
に
附
随
的
に
提
繊
さ
れ
た
こ
と
、
及
び
そ
れ
ら
が
特
定
の

論
理
學
の
墓
礎
命
題
に
は
な
っ
て
み
な
か
っ
た
こ
と
が
謹
明
さ

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
を

れ
る
の
で
あ
る
。
ス
㍗
ア
的
岡
一
律
と
い
ふ
の
は
「
も
し
（
著
の
づ
添
）

第
一
者
、
な
ら
ば
（
ω
○
）
第
一
者
」
で
あ
っ
て
、
セ
ク
ス
ト
ゥ
ス
．

エ
ム
ピ
リ
ク
ス
の
引
用
し
た
推
理
翻
に
前
提
と
し
て
現
れ
て
ゐ
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（
註
一
）
、
、
、
、
、
、

る
。
　
ペ
リ
パ
ト
ス
的
同
一
律
と
い
ふ
の
は
7
は
凡
て
の
ρ
に

属
す
」
で
あ
っ
て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
論
及
し
て
み
な
い
が
、

分
析
総
早
馬
沖
田
に
封
・
す
る
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
の
一
読
の
或
る
織
凹
所
か

　
　
　
　
　
（
註
二
）

ら
推
定
出
戸
る
。
文
字
騒
歌
を
用
ひ
る
な
ら
ば
、
ス
ト
ア
的
岡
…

律
を
「
も
し
汐
、
な
ら
ば
汐
」
の
形
に
表
す
こ
と
が
幽
來
、
ペ
リ
バ

ト
ス
的
同
一
律
を
「
凡
て
の
〃
は
〃
な
り
」
と
い
ふ
雷
表
に
等
値

に
痩
形
禺
來
る
。
離
者
に
於
て
は
「
も
し
一
な
ら
ば
」
は
論
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

的
定
項
で
あ
り
、
「
ρ
」
は
命
題
憂
項
、
即
ち
「
汐
」
に
嚇
命
題
例
へ

ば
［
、
嚴
中
で
あ
る
L
を
有
意
味
に
代
入
し
て
よ
」
い
。
こ
れ
を
代
入

す
る
と
ス
ト
ア
的
岡
一
律
の
特
殊
の
場
合
「
も
し
日
中
で
あ
る
、

な
ら
ば
日
中
で
あ
る
」
に
な
る
。
後
者
に
於
て
は
「
凡
て
一
な

り
」
は
論
理
的
定
項
で
あ
り
、
「
μ
」
は
名
前
憂
虞
、
即
ち
「
α
」
に
…

ヘ
　
　
へ

名
僻
を
、
し
か
も
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
離
に
於
て
回
書
の
中
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
ゆ
　
へ

承
認
さ
れ
た
假
定
と
一
致
す
る
こ
と
で
あ
る
が
，
一
般
的
な
名
騨

綱
へ
ば
「
入
聞
」
を
有
意
味
に
代
λ
し
て
よ
い
。
こ
れ
を
代
入
す

れ
ば
「
凡
て
人
問
は
人
間
な
り
し
と
い
ふ
ペ
リ
パ
ト
ス
的
岡
　
律

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

の
特
殊
な
揚
馬
を
つ
る
。
ス
ト
ア
納
同
一
律
は
命
題
論
理
學
の
定

題
（
甥
6
ω
Φ
）
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
鋤
し
て
ペ
リ
パ
ト
ス
派
の
ぞ

　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

れ
は
名
聯
論
理
學
の
定
題
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
『
命
題
諭
理
學
の
歴
嵐
駈

　
論
理
學
史
を
著
し
血
煙
の
懸
者
蓬
は
凡
て
命
題
論
理
墨
と
名

号
論
理
墨
の
根
本
的
藻
別
に
氣
付
い
て
み
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
今

日
に
到
る
ま
で
命
題
論
理
學
の
歴
史
は
な
い
し
、
從
っ
て
形
式
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
謎
ε

論
理
學
一
般
の
正
露
な
叙
蓮
も
な
い
。
プ
ラ
ン
ト
ル
の
著
蓮
は
文

獄
及
び
資
料
の
直
奏
と
し
て
は
今
獄
倫
不
聴
峡
で
あ
る
が
、
論
理

野
上
の
間
越
及
び
教
読
の
歴
史
的
な
陳
述
と
し
て
は
殆
ど
無
償

値
で
あ
る
。
論
理
學
史
は
新
に
、
し
か
も
論
理
算
法
に
完
全
に
練

逮
し
た
歴
史
家
に
よ
っ
て
書
か
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
私
は
こ
の
短
い

論
蓮
に
去
て
次
の
三
の
重
要
な
織
に
姦
し
て
の
み
命
題
論
理
墨

の
歴
史
を
考
察
し
よ
う
と
思
ふ
。
第
蝋
に
、
ス
ト
ア
派
の
デ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
し
　
ヘ

レ
ク
テ
ィ
ク
は
命
題
論
理
學
の
古
代
の
形
態
で
あ
っ
て
、
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
の
ジ
ロ
ギ
ス
テ
ィ
ク
に
翼
立
す
る
こ
と
、
從
っ
て
ま
た

こ
れ
ま
で
全
く
誤
解
さ
れ
不
着
に
評
便
さ
れ
た
こ
の
ス
ト
ア
派

の
業
績
に
再
び
名
轡
が
輿
へ
ら
る
べ
き
こ
と
を
明
嚇
し
た
い
。
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
　
　
へ

二
に
、
ス
ト
ア
的
命
題
論
理
學
が
中
世
に
は
特
に
「
推
断
」
論
の
う

ち
に
存
噂
し
て
更
に
爽
展
さ
れ
た
こ
と
を
二
三
の
例
に
つ
き
研

究
し
解
明
し
よ
う
。
第
三
に
、
ド
イ
ツ
に
獲
て
さ
へ
一
般
に
は
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

ら
れ
て
る
な
い
や
う
で
あ
る
が
、
近
代
命
題
論
理
學
の
創
始
者
は

ゴ
ッ
ト
ロ
ブ
・
フ
レ
ゲ
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
の
薬
膳
に
重
黙
を
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寿
三
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ω
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メ
　
　
寓
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苑
集
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ω
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彰
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0
8
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門
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σ
q
彰
窪
欝
り
ご
ゴ
匹
．
冒
野
困
㌔
o
号
N
碍
苫
。
い
）
　
も
渓

た
甚
だ
窮
達
で
あ
る
が
ス
ト
ア
派
の
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
〃
の
文

献
的
資
料
と
し
て
ほ
淺
か
に
不
充
分
で
あ
る
。

ン
写
鍔
長
げ
＝
コ
雪
巴
．
℃
周
，
．
8
ヨ
曇
・
箋
・
ノ
ノ
凋
”
＝
凶
漁
●
o
Q
．
9
2
・
噌
　
お
”

風
幕
農
巨
…
茜
b
爵
嵩
る
》
㌃
Ψ
、
鉾
暑
×
o
、
詣
平
倉
緯
霞
。
．
卜

困
（
「
】
寄
銭
益
冒
O
窃
。
｝
二
亀
一
掌
〔
周
窪
「
【
b
『
Q
誰
（
一
二
㌧
〆
ぴ
窪
【
副
一
窪
（
貫
b
づ
二
・

戸
占
く
憎
ピ
。
ぞ
N
搭
目
○
。
駿
∴
ρ
切
奔
同
謬
壁
〉
乱
」
囲
」
⇔
凶
窯
一
鐙
H
Ω
◎
G
。
い
幽

　
ス
ト
ア
派
の
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ク
が
命
題
論
理
畢
で
あ
る
こ

と
は
上
落
の
ス
ト
ア
的
隙
岡
一
律
が
羽
州
題
込
醐
理
｛
學
に
鳩
・
す
る
こ
と

に
既
に
謹
告
さ
れ
て
み
る
。
然
し
附
随
的
に
蓮
べ
ら
れ
た
言
葉

は
澄
明
と
な
ら
ぬ
か
ら
、
ス
ト
ア
紅
霞
が
そ
の
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ

ク
の
眞
先
に
「
識
明
不
可
能
な
」
第
一
の
三
段
論
法
と
し
て
置
い

た
と
こ
ろ
の
周
知
の
椎
理
式

　
　
も
し
第
…
者
、
な
ら
ば
箋
．
署
。

　
　
然
る
に
今
や
第
一
藩
。

　
　
　
　
　
　
（
註
四
）

　
　
故
に
第
二
者
。

を
考
察
し
よ
う
。
こ
れ
ら
の
式
に
於
て
「
、
第
一
者
」
及
び
「
第
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
凶

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

者
」
と
い
ふ
言
葉
は
攣
項
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
ス
ト
ア
學
徒
は

愛
項
を
表
す
に
文
字
で
は
な
く
順
序
撒
を
曾
て
し
た
か
ら
。
こ
塊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

に
於
て
も
勿
論
、
こ
の
空
運
に
命
題
の
み
例
へ
ば
…
、
鐵
中
で
あ

る
」
及
び
「
明
る
い
」
を
有
意
味
に
代
入
し
て
よ
い
。
こ
の
代
入
を

行
へ
ば
ス
ト
ア
派
の
テ
ク
ス
ト
に
推
理
の
樋
と
し
て
度
々
繊
て

煽
る
「
、
も
し
臼
中
で
あ
る
、
な
ら
ば
明
る
い
。
然
る
に
今
や
日
中

で
あ
る
。
故
に
明
る
い
」
と
い
ふ
推
理
に
な
る
。
實
際
上
式
の
攣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

項
に
代
入
さ
れ
る
の
は
命
題
で
あ
つ
で
名
辞
で
は
な
い
と
い
ふ

こ
と
は
式
の
意
味
か
ら
も
明
か
で
あ
る
が
、
爾
次
の
例
翻
ち
「
も

し
プ
ラ
ト
ン
が
生
き
て
み
る
、
な
ら
ば
プ
ラ
ト
ン
は
呼
吸
す
る
。

然
る
に
介
や
第
一
考
。
故
に
第
二
者
．
が
ら
全
く
特
に
明
確
に
わ

か
る
．
．
こ
・
で
は
勿
論
「
第
一
者
」
は
「
プ
ラ
ト
ン
は
生
き
て
ゐ

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

る
」
と
い
ふ
△
叩
題
に
、
　
「
焼
弟
二
者
」
は
「
プ
ラ
ト
ン
は
曄
」
吸
ふ
9
る
し
と

　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
六
）

い
ふ
命
題
に
尽
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
ス
ト
ア
派
の
論
理
學
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
そ
れ
と
の
根
本

的
相
違
は
、
ス
ト
ア
派
の
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ク
に
は
假
言
的
及
び

離
接
的
（
ξ
℃
○
窪
③
辞
9
①
毒
Ω
良
。
・
す
道
面
Φ
）
命
題
が
存
す
る

に
反
し
て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
ジ
ロ
ギ
ス
テ
ィ
ク
に
は
定
雷
的

（
募
3
驚
q
o
瓜
湾
ぎ
）
命
題
の
み
が
繋
れ
る
と
い
ふ
こ
と
に
は
な
い
。
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…
厳
確
に
考
へ
れ
ば
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
ジ
ロ
ギ
ス
テ
ィ
ク
に
も

縷
言
的
命
題
が
見
磁
さ
れ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

の
正
當
な
三
段
論
法
は
凡
て
含
意
で
あ
り
、
從
っ
て
例
へ
ば
「
も

し
び
が
凡
て
の
み
に
証
し
且
つ
‘
が
凡
て
の
ρ
に
騰
す
、
な
ら
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
七
）

ご
は
凡
て
の
み
に
鳩
す
」
と
い
ふ
假
雷
的
命
題
で
あ
る
。
こ
の
古

代
論
理
學
の
爾
膣
系
間
の
原
理
的
臓
珊
は
む
し
ろ
、
ス
ト
ア
三
顧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ

段
論
法
に
於
け
る
愛
項
は
命
題
攣
項
で
あ
り
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

の
そ
れ
は
名
跡
攣
項
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
に
あ
る
G
然
る
に
上
下

の
ス
ト
ア
ー
附
三
段
込
闇
法
“
ぜ
プ
ラ
ン
ト
ル
（
お
ψ
鵜
刈
ω
）
の
加
理
く

　
　
策
一
者
で
あ
る
と
き
、
第
二
者
で
あ
る

　
　
然
る
に
第
一
蒋
で
あ
．
る

　
　
敬
に
第
二
者
で
あ
る

の
や
う
に
麟
証
す
れ
ば
、
二
者
の
漿
理
的
．
六
三
は
完
豪
に
抹
殺
さ

れ
る
。
ブ
ラ
ン
ト
ル
は
攣
項
に
凡
て
州
、
で
あ
る
」
を
附
加
し
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
カ
　
へ

そ
れ
は
古
代
の
テ
ク
ス
ト
に
は
存
し
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ

っ
て
ブ
ラ
ン
ト
ル
は
意
識
せ
す
に
ま
た
意
志
せ
す
に
ス
ト
ア
的

命
題
論
理
學
を
名
辮
論
理
學
に
混
回
し
て
し
ま
つ
九
．
．
何
と
な
れ

ば
プ
ラ
ン
ト
ル
の
圏
式
で
は
「
第
一
者
」
及
び
【
、
第
二
者
」
に
は
も

は
や
命
題
で
は
な
く
雨
霧
の
み
が
有
意
味
に
代
入
さ
れ
う
る
か

　
　
　
　
　
『
命
題
論
理
學
の
歴
吏
』

ら
。
吾
々
に
徳
來
さ
れ
た
ス
ト
ア
派
の
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ク
の
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
モ
　
　
へ

片
的
記
述
を
通
魔
す
る
と
、
凡
て
の
ス
ト
ア
派
の
推
理
式
は
論
理

的
定
項
の
外
た
贈
命
題
差
脚
の
み
を
含
む
こ
と
を
結
論
出
來
る
。

そ
れ
故
に
ス
ト
ア
派
の
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ク
は
命
題
論
理
學
で

　
　
（
二
八
）

あ
る
。

註
・霊）

，封

＠
註
＠

の
。
箕
霧
p
辱
．
彰
暮
7
ン
4
＝
懲
器
N
ハ
〉
毎
一
ヨ
畷
い
鳶
轡
ω
■
○
。
が
．
器
▽
”

鱈
a
n
葛
d
。
’
♪
砂
痔
野
β
。
聖
。
♂
釈
重
層
貯
建
．
捗
音
黛
窃
m
驚
遭
ミ
◆

ン
℃
三
魯
翫
山
＄
冒
3
も
門
・
Q
馨
（
〉
三
…
ヨ
霞
u
O
り
。
Q
◎
咽
Ψ
〉
叫
ぎ
ご
“

ψっ

?
。
ご
）
○
糞
。
コ
」
o
】
寮
愈
，
謎
毎
毎
さ
門
Q
雛
羨
鐸
闇
，
憎
）
巴
誉
三
＾
．
訟
箕
7

ぎ
葺
夕
零
。
範
胤
三
N
ご
玖
タ
瓢
葦
囲
毎
＝
ご
ψ
ゆ
。
琶
乙
霞
ゴ
侭
鐸
3
∂
甲

O
ご
顎
ゾ
彗
の
如
ち
「
『
！
博
】
磨
苔
（
斗
．
9
陣
ド
㌧
『
慧
に
ど
○
り
’
ミ
r

ン
毒
｝
」
嵩
ン
裁
旨
竃
閂
ン
諺
幽
ヨ
）
“
無
癬
額
ζ
ぎ
》
ド
晋
§
く
為

麟
ソ
浮
葺
．
影
ζ
【
き
曳
捗
n
葛
8
．
、
．
捗
瓢
3
己
。
餓
d
遭
ミ
・

紀
ゴ
・
翼
｛
　
）
a
窮
｛
三
∴
）
［
．
．
＝
漂
咳
曾
周
）
ω
τ
　
糺
べ
．
ゆ
4
7
匪
養
’
㌔
惑

心
圃
W
×
旦
夢
門
養
・
、
ゑ
、
る
｝
茅
門
慧
．
、
江
る
翻
（
競
ρ
葺
魯
×
ε
’

ス
ト
ア
派
の
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ク
に
開
す
る
、
あ
解
羅
匿
既
に

一
九
一
護
年
以
來
私
の
撮
持
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
爾
轡
二
解

斡
。
多
g
」
、
嗣
巴
8
0
乱
塾
3
0
瞭
2
げ
μ
o
降
毒
σ
q
曾
μ
鑓
巳
①
一
嗣
奎
δ
嵩
凝
窪

凱
老
8
ヨ
。
鐸
（
写
皿
｝
泰
腕
粛
〇
四
二
鉱
】
（
｛
承
・
O
戸
）
彰
糞
霊
茅
。
コ
缶
霞
〔
げ
凱

濫
拶
＝
O
畠
　
血
O
　
一
欝
　
ω
O
O
写
落
創
霧
ω
O
冨
峯
O
＄
簿
瓢
の
皿
　
H
る
門
窪
＄
　
良
O

／、

普
C
蓉
証
。
メ
葦
簾
押
　
お
ω
P
Ω
■
嗣
同
円
．
Q
D
唱
嫡
　
〔
暫
研
、
第
二

賜
七
號
に
近
藤
洋
逸
磯
の
全
羅
あ
り
）
尋
審
照
の
・
こ
み
　
H
挑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
旺
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哲
學
研
究
　
第
二
百
五
ナ
ニ
號

　
　
　
も
り
。
｝
6
亙
O
畠
。
露
。
簿
○
（
8
門
ぴ
。
斡
ぎ
向
汐
ユ
ヨ
溶
∀
ω
劃
。
り
●
ω
同
に
．
｝

　
　
　
の
見
解
の
賛
成
看
を
見
差
し
た
こ
と
ば
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ

　
　
　
る
。

　
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
三
段
論
法
と
ス
ト
ア
派
の
そ
れ
と
の
開

に
は
樹
第
二
の
重
要
な
相
違
が
あ
．
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
三
段

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

論
法
は
論
理
的
定
題
で
あ
る
が
、
論
理
酌
定
題
と
い
ふ
の
は
そ
の

中
に
論
理
的
定
項
の
外
命
題
痩
総
総
は
名
緋
獲
項
の
み
存
し
、
且

つ
そ
の
申
に
あ
る
愛
項
の
如
何
な
る
値
に
恥
し
て
も
眞
な
る
如

き
…
命
題
で
あ
る
う
ズ
ト
ア
的
三
段
論
法
は
推
理
親
期
の
意
味
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
も
　
へ

於
け
る
推
理
式
で
あ
っ
て
、
推
理
規
則
と
い
ふ
の
は
推
理
力
を
強

化
し
承
認
さ
れ
た
命
題
を
基
礎
と
し
て
新
命
題
を
導
翫
す
る
規

法
で
あ
る
。
こ
の
相
違
を
や
・
詳
細
に
考
察
し
よ
う
。

　
上
述
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
三
段
論
法
は
ま
た
「
も
し
凡
て
の

乃
が
4
で
あ
り
且
つ
凡
て
の
4
が
‘
で
あ
る
、
な
ら
ば
札
て
の
乃

は
‘
で
あ
る
」
の
や
う
に
も
表
親
患
溜
る
が
、
そ
れ
は
一
、
も
し
鋲

及
び
β
、
な
ら
ば
Y
」
の
型
の
、
郎
ち
前
提
a
及
び
β
の
合
接
が

前
項
で
あ
り
結
論
Y
か
ら
後
項
が
成
る
如
き
含
意
で
あ
る
。
含

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

意
と
し
て
の
こ
の
三
段
論
法
は
“
命
題
で
あ
っ
て
、
こ
の
命
題
を

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
眞
と
認
め
た
が
、
事
實
そ
の
中
に
あ
る
慶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六

璽
、
σ
旨
，
み
し
及
び
［
、
6
」
の
如
何
な
る
値
に
封
し
て
も
妥
當
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

従
っ
て
こ
れ
ら
の
漬
菜
に
常
値
を
代
入
す
れ
ば
糞
命
題
と
な
る
。

今
回
へ
た
三
段
論
法
に
は
憂
項
の
外
に
論
理
的
常
項
帥
ち
「
も
し

　
－
な
ら
ば
し
　
、
及
び
」
な
ら
び
に
［
、
凡
て
の
　
　
で
あ
る
し
が
存
す

る
か
ら
、
こ
の
三
図
論
法
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
凡
て
の
三
段
論

法
と
共
に
論
理
的
品
題
で
あ
る
。

　
ス
ト
ア
的
論
理
學
に
於
て
は
異
な
る
。
上
輿
の
ス
ト
ア
的
三
段

論
法
、
郎
ち
文
掌
記
項
、
を
用
ひ
て
「
も
し
ノ
、
な
ら
ば
グ
。
然
る

に
今
や
抄
。
敵
に
9
。
」
と
も
表
覗
繊
來
る
三
段
論
法
は
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
の
そ
れ
と
同
様
に
こ
の
前
提
及
び
結
論
か
ら
成
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

然
し
前
提
と
結
論
と
は
結
合
さ
れ
て
一
命
題
に
な
っ
て
は
み

ヘ
　
　
へ

な
い
。
こ
の
事
實
は
結
論
を
導
く
言
葉
｝
、
故
に
」
か
ら
も
明
瞭
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

あ
る
。
從
っ
て
今
考
へ
た
三
等
論
法
は
｝
命
題
で
は
な
い
。
命
題

で
は
な
い
か
ら
そ
れ
は
眞
で
も
欝
で
も
な
い
。
何
と
な
れ
ば
眞
及

び
俄
は
周
知
の
姉
く
命
題
に
の
み
委
評
す
る
こ
と
だ
か
ら
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

こ
と
を
以
て
今
考
へ
た
ス
ト
ア
曲
．
三
段
論
法
は
論
理
的
定
題
で

ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

は
な
い
。
即
ち
こ
の
三
段
論
法
に
於
て
痩
項
に
常
値
を
代
入
す
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

ば
命
題
で
は
な
く
し
て
推
理
と
な
る
。
從
っ
て
上
蓮
の
ス
ト
ア
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

三
段
論
法
は
推
理
式
で
あ
っ
て
、
推
理
規
則
の
意
味
を
も
つ
。
正
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確
に
は
次
の
や
う
に
も
表
現
吉
富
る
。
「
も
し
ρ
、
な
ら
ば
ク
し
と

い
ふ
含
意
及
び
こ
の
含
意
の
前
項
「
ノ
」
を
翼
と
承
認
す
る
入
は

誰
で
も
ま
た
こ
の
含
意
の
後
項
「
9
砿
を
も
其
と
認
め
、
從
っ
て

「
汐
」
と
一
9
L
を
分
離
す
る
愚
心
。
か
あ
る
。
こ
の
推
理
規
則
は
「
分

離
規
刻
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
そ
の
身
構
は
近
代
論
理
算
法
に
於
て

は
全
く
古
典
的
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ

　
ス
ト
ア
的
三
段
論
法
は
凡
て
推
理
規
則
と
し
て
定
式
化
さ
れ

る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
ス
ト
ア
派
の
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ク
は
ア

リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
ジ
ロ
ギ
ス
テ
ィ
ク
と
髄
溺
さ
れ
る
の
み
な
ら

　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

す
、
論
理
的
悪
摺
の
男
系
と
し
て
の
近
代
命
題
論
理
學
と
も
虚
器

さ
れ
る
。

　
然
…
し
ス
ト
ア
黒
影
は
そ
の
推
遡
規
則
を
凡
て
定
器
に
攣
記
す

る
簡
明
な
規
法
を
知
っ
て
み
た
○
部
ち
彼
等
は
適
法
的
（
σ
雪
島
齢
）

と
非
適
法
的
の
推
理
を
皇
別
し
た
。
前
提
α
及
び
β
、
結
論
γ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
モ

ら
戒
立
す
る
推
理
が
適
法
的
と
名
付
け
ら
れ
る
の
は
、
繭
項
が
爾

前
提
α
及
び
β
の
合
接
で
あ
り
後
項
が
結
論
γ
で
あ
る
や
う
な

ぜ
　
　
へ

含
意
が
長
な
る
揚
合
に
い
は
れ
る
。
例
へ
ば
「
も
し
臼
中
で
あ
る
、

な
ら
ば
明
る
い
。
然
る
に
今
や
鷺
中
で
あ
る
。
故
に
明
る
い
」
と

い
ふ
推
理
は
適
法
的
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
「
、
も
し
B
中
で
あ
り

　
　
　
　
　
『
命
題
論
理
學
の
歴
爽
句
繍

且
つ
も
し
β
中
で
あ
る
、
な
ら
ば
明
る
い
、
な
ら
ば
明
る
い
し
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
九
）

い
ふ
含
意
は
虞
で
あ
る
か
ら
。

　
こ
の
正
し
い
注
意
に
よ
っ
て
推
理
は
命
題
に
下
形
萬
來
る
。

「
も
し
ρ
、
な
ら
ば
ダ
。
然
る
に
今
や
ρ
o
故
に
グ
」
と
い
ふ
推

理
規
則
に
滴
、
編
す
る
と
「
も
し
妙
且
つ
も
し
汐
、
な
ら
ば
4
、
な

ら
ば
グ
」
と
い
ふ
含
意
と
な
る
が
、
そ
れ
は
命
題
論
理
學
の
定
題

で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
そ
の
申
に
命
題
獲
項
の
外
「
も
し
　
　
な

ら
ば
」
な
ら
び
に
「
且
つ
」
と
い
ふ
論
理
的
常
項
が
存
す
る
か
ら
。

　
こ
の
灘
に
關
し
て
ス
ト
ア
的
論
理
墨
の
詳
細
に
立
入
る
こ
と

は
綴
來
な
い
。
た
ゴ
全
く
簡
躍
に
最
も
重
要
な
黙
．
を
述
べ
る
に
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

め
よ
う
。
ス
ト
ア
的
命
題
論
理
學
は
二
償
論
理
學
で
あ
る
。
命
題

　
　
　
も
　
ヘ
　
　
へ
　
　
を
　
　
も
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

は
凡
て
或
は
眞
か
或
は
慨
か
ど
い
ふ
原
則
が
そ
の
率
に
成
立
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

る
。
或
は
今
鳥
の
蘭
語
を
使
用
す
れ
ば
…
、
眞
」
或
は
「
儒
」
の
憂
、
眞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
譲
…
○
）
　
　
　
　
　
　
、

理
値
」
の
一
が
痴
能
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
上
盤
の
原
則
は
眞

へ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

で
も
な
く
儒
で
も
な
い
。
郎
ち
特
來
偶
然
に
起
る
出
事
事
に
間
し

て
書
は
れ
る
命
題
が
あ
る
と
い
ふ
見
解
に
意
識
的
に
反
封
し
て

思
臥
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
見
解
は
主
に
エ
ピ
ク
ル
學
徒
の
間

に
汎
く
行
は
れ
て
る
る
の
で
あ
る
が
、
ス
摯
ア
墨
画
は
こ
れ
も
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
＝
）

リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
録
し
て
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七

撃
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葛
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震
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蓉
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㌶
薫
ω
．
　
　
侮
畿
八
に
覗

緩
し
糞
私
の
論
丈
七
五
頁
以
下
参
照
の
こ
と
Q

　
ス
ト
ア
的
命
題
論
理
學
に
は
次
の
蘭
鍛
、
陳
ち
否
定
、
含
意
、

．
合
接
及
び
離
接
が
現
れ
る
。
最
初
の
三
配
慮
は
現
今
の
習
慣
華
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
七
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ち
　
ヘ
　
へ

現
と
置
畳
に
「
眞
理
鹸
撒
」
と
し
て
定
義
さ
れ
る
。
厩
理
画
撒
と

い
・
讃
の
は
、
攣
．
項
が
命
題
で
あ
り
暴
理
値
は
攣
項
の
眞
理
値
の
み

に
湖
狂
す
る
如
き
蘭
撒
と
解
さ
れ
て
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
ス
ト
ア
塵
・
徒
に
從
へ
ば
否
山
冠
從
っ
て
A
寒
期
の
”
矛
鵬
泊
的
反
嶽
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、
、
　
　
　
（
識
…
二
）

命
題
否
定
記
號
を
そ
の
繭
に
置
い
て
作
っ
た
。
こ
の
理
論
的
に
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
一
三
）

し
く
三
際
的
に
三
値
多
い
規
法
は
中
世
に
棄
る
ま
で
存
績
し
た
。

現
今
の
論
理
算
法
に
於
て
そ
れ
は
一
般
に
承
認
さ
れ
て
る
る
こ

と
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
’

弊、

烽
ｵ
抄
、
な
ら
ば
グ
」
と
い
ふ
奮
意
の
意
味
に
關
し
て
古
代
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
弓
丈
｝
職
）

は
種
々
の
論
雫
が
あ
．
つ
た
。
含
意
を
現
今
行
は
れ
て
る
る
と
全
く

詞
襟
に
虞
理
．
多
数
と
し
て
比
物
に
定
義
し
て
、
メ
ガ
ラ
派
の
フ
ィ

ロ
ン
が
論
箏
を
惹
濡
し
た
や
う
だ
○
フ
ィ
ロ
ン
に
よ
れ
ば
師
ち
虞

を
以
て
始
め
嬬
を
以
て
終
ら
な
い
と
き
、
そ
の
と
き
に
於
て
の
み

含
意
は
醜
で
あ
．
る
。
そ
れ
敬
に
三
の
場
合
懸
ち
、
第
一
に
前
項
．
な

ら
び
に
後
、
項
が
眞
な
る
と
き
，
第
二
に
前
項
な
ら
び
に
後
項
が
儒

な
る
と
き
、
第
三
に
前
項
が
儒
で
あ
り
後
項
が
眞
な
る
と
き
、
含

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

意
は
糞
で
あ
る
。
ま
た
一
の
揚
合
廓
ち
前
項
が
爽
で
あ
．
り
後
項
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
識
一
五
）

僑
で
あ
る
と
き
、
そ
の
と
き
の
み
含
意
は
彌
で
あ
る
。
矢
張
リ
メ

ガ
ラ
學
徒
で
あ
る
デ
ィ
オ
ド
雛
ス
・
ク
ロ
ノ
ス
が
こ
れ
に
反
鉗
し
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、
脳
辱
　
レ
　
、
　
　
、
　
“

て
レ
眞
を
以
て
始
め
儒
を
以
て
終
る
こ
と
が
過
去
に
於
て
不
可
能

　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
ヘ

　
　
　
へ

で
あ
り
現
在
に
於
て
不
可
能
で
あ
る
と
き
、
そ
の
と
き
に
於
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
一
六
）

み
含
意
は
眞
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
の
含
意
概
念
に
蘭
す
る
古

代
の
急
撃
を
カ
リ
マ
コ
ス
が
エ
ピ
グ
ラ
ム
に
書
残
し
て
み
る

が
（
「
大
鵬
が
屋
根
の
上
か
ら
何
れ
の
含
意
が
正
し
い
か
と
笑
つ

　
　
（
識
｝
七
）

て
る
た
」
）
、
そ
れ
は
近
代
の
デ
ィ
オ
ド
ロ
ス
の
徒
C
・
1
・
レ
ヴ
ィ

ス
が
論
理
算
法
の
賛
成
者
に
戯
し
て
行
っ
た
論
難
を
想
起
せ
し

　
　
　
　
　
　
（
註
一
入
）

め
る
も
の
で
あ
る
。
ス
ト
ア
墨
徒
は
フ
ィ
ロ
ン
の
定
義
を
受
容
れ

た
。
少
く
と
も
セ
ク
ス
ト
ゥ
ス
は
こ
の
概
念
も
ま
た
ス
ト
ア
藤
壷

　
　
　
　
　
（
識
一
九
）

に
零
し
て
み
る
。

　
ヘ
　
　
へ

　
合
接
帥
ち
「
ρ
及
び
（
且
つ
）
ク
」
は
ス
ト
ア
學
徒
に
よ
っ
て
眞

理
懸
歎
と
し
て
定
義
さ
れ
た
。
そ
の
爾
項
が
藪
な
る
と
き
、
そ
の

と
き
に
於
て
の
み
そ
れ
は
眞
で
あ
り
、
他
の
場
合
に
そ
れ
は
儒
で

　
　
（
二
二
〇
〉

あ
る
。

　
ヘ
　
　
へ

　
離
接
邸
ち
｛
、
盈
或
は
ク
」
の
辞
様
な
定
義
は
吾
々
に
傳
來
さ
れ

た
ス
ト
ア
派
船
剛
理
餓
芋
（
W
断
片
に
は
溜
乃
二
言
β
り
な
い
。
ク
リ
“
ン
ィ
ボ
ス

が
離
接
に
回
し
て
推
理
三
三
を
提
出
し
て
み
る
が
、
そ
れ
か
ら
推

定
さ
れ
る
こ
と
は
彼
が
離
接
を
排
除
的
「
，
或
は
一
三
は
一
結
合
し

と
考
へ
た
こ
と
で
あ
る
。
從
っ
て
ク
リ
ジ
ィ
ボ
ス
の
考
へ
で
は
眞

　
　
　
　
　
酬
、
命
題
論
理
學
の
歴
史
』

な
る
離
接
に
去
て
は
そ
の
綱
項
が
尉
時
に
鎮
で
あ
り
得
な
い
こ

と
と
な
る
。
こ
の
見
解
は
後
に
獲
へ
ら
れ
て
「
汐
或
は
9
」
と
い
ふ

言
表
は
「
も
し
血
汐
、
な
ら
ば
9
」
と
い
ふ
含
意
と
岡
意
味
で
あ
る

こ
と
が
確
信
さ
れ
る
や
う
に
な
っ
た
。
か
く
解
さ
れ
た
以
上
も
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

や
排
除
的
離
接
で
は
な
く
葬
排
除
的
選
雷
（
㌧
r
一
一
Φ
H
⇔
9
ひ
陣
く
）
を
取
扱

っ
て
み
る
の
で
あ
る
。
後
述
す
る
や
う
に
中
世
で
は
離
接
の
非
排

除
的
な
性
格
が
全
く
明
瞭
に
な
っ
て
み
た
。
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＠
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⇔
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フ
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素
材
的
含
意
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鴛
な
る
命
題
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の
命
題

を
含
意
す
る
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び
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翼
な
ろ
命
題
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凡
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の
命
題
に
含
意
さ
れ
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四
四
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ド
ゥ
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瓶
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．
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囎
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笥
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驚
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寄
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①
裂
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鼠
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脚
ξ
観
す
養
凸
“
㌦
量
バ
響
祖
桑
ミ
d
〔
ミ
ε
＆
↓

q
ξ
謹
二
戸
8
彩
勲
§
伽
ど
段
　
蟻
　
ソ
篇
n
．
　
雛
除
約
離
接
ほ

．
、
餌
λ
荷
担
．
、
曾
、
、
と
書
ほ
れ
て
み
る
。
葬
携
除
的
選
書
に
封
し

て
0
9
窪
霧
（
ω
曾
超
ひ
）
ほ
．
・
頴
君
＆
《
m
蕊
烹
聖
ε
．
．
な
る
驚
現

奄
用
ひ
旗
。

　
上
蓮
の
論
理
的
繭
撒
は
凡
て
ス
ト
ア
派
の
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ

ク
の
推
理
式
に
現
れ
る
。
推
理
式
の
う
ち
回
る
も
の
を
「
詮
明
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ

可
能
」
と
滲
へ
、
断
っ
て
云
は
ゾ
公
理
的
に
正
し
い
と
假
定
し
、

他
の
も
の
を
澄
明
不
可
能
な
推
理
式
に
遽
元
し
て
み
る
。

　
讃
明
不
可
能
な
推
理
式
或
は
三
段
論
法
を
ク
リ
ジ
ィ
ボ
ス
が

提
出
し
て
み
る
。
そ
れ
は
次
の
五
で
あ
る
（
私
は
鍵
項
を
記
す
に

順
序
数
で
な
く
文
字
を
以
て
し
た
）
。

　
（
…
）
も
し
汐
，
な
ら
ば
ク
。
然
る
に
今
や
ρ
。
故
に
ク
。

　
（
二
）
も
し
2
、
な
ら
ば
9
、
然
る
に
今
や
非
ク
。
故
に
罪
汐
。

　
（
三
）
同
時
に
ρ
及
び
9
で
な
い
。
然
る
に
今
や
ρ
。
故
に
非
9
。

　
（
四
）
或
は
，
或
は
9
0
然
る
に
今
や
ρ
o
故
に
雰
9
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
謎
二
一
　
）

　
（
五
）
或
は
2
或
は
グ
。
然
る
に
今
や
非
グ
。
故
に
汐
o
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第
四
の
三
段
論
法
か
ら
離
接
は
排
除
的
な
「
或
は
一
億
は

－
一
1
結
合
」
と
解
さ
れ
て
み
る
こ
と
が
わ
か
る
。
非
排
除
的
選
需

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
二
三
）

に
凝
し
て
は
こ
の
三
段
論
法
は
袋
難
し
な
い
。

　
誘
導
さ
れ
九
も
の
の
歯
石
不
可
能
な
推
理
式
へ
の
三
元
と
い

ふ
こ
と
は
論
理
的
な
明
察
を
充
分
に
示
し
て
み
る
。
こ
の
総
に
質

し
て
は
ス
ト
ア
學
徒
の
辮
讃
衛
を
根
栂
的
に
理
解
し
且
つ
ス
ト

ア
派
論
理
離
の
最
良
の
資
料
と
し
て
墓
け
ら
れ
る
セ
ク
ス
ト
ゥ

ス
に
記
蓮
さ
れ
て
る
る
。
例
へ
ば
ス
ト
ア
塵
・
徒
が
推
理
式
「
も
し

汐
且
つ
9
、
な
ら
ば
㌔
然
る
に
今
や
非
プ
、
然
し
汐
。
故
に
雰

9
」
を
第
二
及
び
第
三
の
識
明
亮
可
能
な
三
段
論
法
へ
如
何
に
還

元
し
た
か
疑
間
の
絵
直
な
き
ま
で
明
瞭
に
記
さ
れ
て
み
る
。
そ
の

選
元
の
操
作
は
第
二
の
三
投
論
法
に
基
い
て
「
も
し
力
且
つ
ク
、

な
ら
ば
7
」
な
ら
び
に
「
非
こ
の
爾
前
提
か
ら
結
論
「
同
時
に

ρ
且
つ
ク
で
な
い
」
が
導
か
れ
る
G
こ
の
結
論
及
び
残
っ
た
前
提

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
二
四
）

「
カ
」
か
ら
第
三
の
三
段
論
法
に
從
っ
て
「
非
ク
」
が
綴
る
。

　
セ
ク
ス
ト
ゥ
ス
の
遠
べ
た
も
一
の
樹
帥
ち
第
一
の
三
段
論
法

を
二
廻
使
用
す
る
も
の
が
プ
ラ
ン
ト
ル
に
は
理
解
さ
れ
す
に
し

ま
っ
た
。
こ
の
例
を
一
般
的
な
型
で
記
す
圭
、
も
し
汐
、
な
ら
ば

も
し
ρ
、
な
ら
ば
莞
然
る
に
今
や
ρ
。
故
に
ダ
」
と
い
ふ
の
で

　
　
　
　
　
『
命
題
論
理
學
の
歴
吏
』

あ
る
○
蓬
元
は
次
の
や
う
に
行
は
れ
る
。
「
も
し
ρ
、
な
ら
ば
も
し

ρ
、
な
ら
ば
9
」
及
び
「
ψ
」
の
購
繭
提
か
ら
先
づ
第
一
の
三
段
論

法
に
基
づ
い
て
結
論
「
も
し
鉾
、
な
ら
ば
ク
」
に
な
る
。
こ
の
結
論

及
び
前
提
「
ρ
」
か
ら
再
び
第
一
の
三
段
論
法
に
從
っ
て
「
9
」
を

　
　
（
註
二
五
）

得
る
。
今
谷
べ
た
推
理
式
は
甚
だ
興
味
が
あ
る
。
と
い
ふ
の
は
そ

の
推
理
式
は
公
理
の
地
位
に
昇
棄
し
て
ヒ
ル
ベ
ル
ト
及
び
ベ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
詫
二
六
）

ナ
イ
ス
の
命
題
算
法
の
定
題
に
な
っ
て
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
二
七
）

　
誘
導
さ
れ
た
推
理
式
の
撒
は
常
然
甚
だ
多
い
。
吾
々
に
傳
來
さ

れ
た
推
理
式
の
う
ち
特
に
吾
々
の
溢
意
に
値
す
る
の
は
オ
リ
ゲ

、
矛
ス
の
説
い
た
次
の
三
段
論
法
、
翻
ち
「
も
し
汐
、
な
ら
ば
ク
。

も
し
汐
、
な
ら
ば
非
グ
。
故
に
非
ρ
」
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
に
鋤

し
て
輿
へ
ら
れ
た
例
も
甚
だ
面
白
い
。
郎
ち
「
も
し
汝
が
死
ん
で

み
る
こ
と
を
汝
が
知
る
、
な
ら
ば
汝
は
死
ん
で
み
る
（
人
は
繍
な

る
こ
と
を
知
り
得
ぬ
か
ら
）
。
も
し
汝
が
死
ん
で
み
る
こ
と
を
汝

が
知
る
、
な
ら
ば
汝
は
死
ん
で
み
な
い
（
死
人
は
何
も
知
ら
ぬ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
二
八
）

ら
）
。
故
に
汝
が
死
ん
で
み
る
こ
と
を
汝
は
知
ら
ぬ
。
」
オ
リ
ゲ
ネ

ス
の
上
掲
の
場
所
は
ま
た
甚
だ
重
要
で
あ
る
。
と
い
ふ
の
は
こ
れ

ま
で
誤
解
さ
れ
て
來
た
ス
ト
ア
派
の
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ク
の
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
二
九
）

語
の
意
味
を
醤
々
に
踏
示
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
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⇔
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．
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黛
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ミ
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矯
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書
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、
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σ
q
野
簿
亀
こ
〆
毎
ぎ

目
【
る
下
落
．
叙
ρ
ω
ゆ
M
マ
。
。
轡

ス
｝
ア
派
の
論
理
墨
な
査
く
蔑
親
し
て
る
穴
プ
ラ
ン
ト
ル
（
卸

ω
．
鳶
轟
）
ほ
次
の
や
う
に
書
い
て
み
る
。
ご
謬
或
）
〇
三
§
酵
舞
箆
“
θ

（
ぎ
σ
Q
範
寒
三
。
器
ω
臼
℃
§
舞
ぎ
鳥
韓
夢
，
舞
毒
鎖
創
窃
h
．
＜
・

彰
匹
く
．
寓
a
塁
膚
。
鑓
罵
凹
。
憂
き
。
げ
び
墾
9
乙
2
，
乞
藁
く
9
．
箋
μ
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9
コ
N
痛
≦
Φ
塁
壁
㌦
．
田
富
的
著
作
に
於
て
就
中
論
理
學
の
無

知
に
墓
く
か
、
る
詳
雷
に
爵
禽
ふ
こ
と
ほ
恥
辱
で
あ
る
。
更
に

プ
ラ
ン
｝
ル
ぽ
あ
の
五
の
三
段
論
法
な
ク
可
ッ
ッ
ボ
ス
が
テ
オ

フ
ラ
ス
ト
か
ら
引
用
し
六
と
考
へ
て
言
ふ
。
”
凱
。
恥
Φ
さ
考
の
】
。
げ
9
，

馳
露
。
鴇
砕
§
鳥
。
津
。
α
巳
肉
8
呂
の
。
鐸
鉱
9
鍾
篇
仲
｝
浄
冨
凹
O
。
ミ
き

髪
二
①
馨
藷
Φ
琴
望
§
き
蜜
£
舞
ω
。
夢
鐸
N
藏
け
簿
。
q
g
㌔
．
こ

こ
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も
歴
史
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不
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が
見
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G
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が
上
半

識
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註
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謎
⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二

の
三
段
論
法
ル
二
見
し
糞
か
或
は
畢
に
知
っ
て
ゐ
糞
だ
け
か
更

料
的
に
詮
明
さ
れ
な
い
。

ω
①
怨
器
裁
く
．
ヨ
暮
旨
く
疑
目

推
理
式
ほ
．
．
鮎
忌
著
爵
。
く

禦
晶
晶
ミ
8
さ
影
レ
箆

推
理
の
選
元
ほ
次
の
契
り
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触
毛
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＾
9
8
d
。
曳
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．
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．
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．
＜
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損
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［
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鐸
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＜
ﾖ
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背
蜘
魯
ミ
§

　
　
戟
繋
汰
も
§
養
吻
γ
9
鼠
魅
§
篤
p
吻
㌔
、
　
實
。
ソ
e
象
a
．
．
．
9
x
ぶ
9

　
　
～
熱
q
魂
ミ
葵
警
い
銭
を
ミ
§
p
．
．

註
⑳
こ
の
箇
所
た
プ
ラ
ン
㍗
ル
も
ツ
謀
ラ
；
も
知
ら
な
い
。
勿
論
既

　
　
に
舅
惑
ユ
葺
あ
（
ω
o
三
国
昌
｝
唱
三
9
0
勺
。
葬
b
●
》
監
σ
囲
。
。
轟
P

　
　
瞬
魯
H
ω
．
瞬
富
）
が
滲
照
し
て
み
ろ
。
問
題
に
な
っ
て
み
ろ
用

　
　
難
膠
μ
象
0
一
戴
0
7
臨
O
魂
知
§
k
励
㍗
、
．
（
．
．
君
§
§
警
、
．
ほ
例
へ
ば
含
｛
贔
の

　
　
如
く
羅
・
純
な
蒲
…
提
で
な
い
）
で
あ
る
。
プ
ラ
ン
ト
霞
（
お
ω
ム
。
。
o
）

　
　
　
　
『
命
題
論
理
累
の
歴
典
』

及
び
ク
ェ
ラ
ー
（
西
嶺
噌
ω
曾
嵩
ミ
い
乳
営
ヨ
．
い
）
ほ
誤
解
し
れ

が
、
土
弄
の
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
ほ
二
の
・
℃
§
嵐
部
ち
・
こ

で
ほ
、
二
の
含
意
た
前
提
と
し
て
含
む
三
段
論
法
た
鮨
し
て
み

る
。

　
爾
ス
ト
ア
派
…
の
命
題
込
醐
理
塵
・
全
隊
に
織
㈱
す
る
二
三
の
間
顕
｝
を

考
察
し
よ
う
。
ス
ト
ア
的
論
理
學
は
そ
の
中
に
存
す
る
陳
腐
な
経

験
論
な
ら
び
に
室
櫨
な
形
式
論
と
い
ふ
黙
…
で
常
に
非
難
さ
れ
て

る
る
。
鯛
へ
ば
プ
ラ
ン
ト
ル
（
ど
ψ
薩
q
刈
）
　
は
ス
ト
・
ア
鰍
Ψ
徒
が
含

意
に
與
へ
た
例
を
引
用
し
て
、
こ
れ
は
「
拙
劣
極
ま
る
経
鹸
的
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ウ
ザ
ル
ネ
ク
ス
ス

準
が
存
す
る
こ
と
及
び
本
質
と
内
属
と
の
証
果
騨
係
を
少
し
も

理
解
し
て
み
な
い
こ
と
を
充
分
に
明
示
す
る
例
」
で
あ
る
と
嘗
っ

て
み
る
。
ブ
ラ
ン
ト
ル
の
侮
蔑
的
評
言
に
は
根
豫
が
な
い
。
論
理

式
に
回
し
て
三
三
的
な
銅
が
與
へ
ら
れ
る
な
ら
ば
か
・
る
例
に

謝
す
る
眞
理
親
準
も
何
か
経
験
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
だ
が
稠

は
論
理
學
に
回
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
論
理
肇
そ
の
も
の
に

於
て
は
た
と
ヘ
ス
ト
ア
學
派
の
場
合
で
も
維
験
論
の
痕
跡
さ
へ

一
門
さ
な
い
。
ス
ト
ア
學
徒
に
は
郷
果
關
係
に
盤
す
る
理
解
が
な

い
と
い
ふ
黙
に
翻
し
て
は
、
ス
ト
ア
に
憂
纏
が
れ
た
フ
ィ
ロ
ン
の

含
意
概
念
を
プ
ラ
ン
ト
ル
が
全
く
理
解
し
て
み
な
い
と
い
ふ
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
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哲
學
研
究
　
第
二
頁
五
十
二
號

の
事
實
の
み
が
明
か
に
な
る
だ
け
だ
。
二
償
論
理
墨
に
於
て
は
ブ

イ
ロ
ン
の
含
意
概
念
以
外
の
姉
栂
な
る
含
意
概
念
を
も
蓮
べ
る

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

こ
と
は
三
野
ぬ
。
そ
れ
は
強
記
論
に
無
關
係
で
あ
る
と
共
に
鵬
果

繭
係
に
係
る
も
の
で
も
な
い
。
と
い
ふ
の
は
「
も
し
ノ
、
な
ら
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

4
」
と
い
ふ
こ
と
は
「
抄
か
ら
ク
が
結
果
す
る
（
節
事
㌧
h
房
ζ
と

と
認
じ
意
味
で
は
な
い
か
ら
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
識
三
〇
）

　
既
に
古
代
に
於
て
度
々
問
題
と
な
っ
た
形
式
論
の
非
難
は
吾

々
の
口
に
は
如
飼
な
る
無
難
で
も
な
い
と
い
・
即
こ
と
の
み
全
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

疋
し
い
。
形
式
三
三
は
む
し
ろ
形
式
化
と
い
は
れ
る
も
の
は
凡
て

の
演
繹
的
膿
素
の
到
達
せ
ん
と
す
る
理
想
的
確
實
姓
を
意
味
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
ぬ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

る
。
暑
々
が
演
繹
的
公
理
的
構
造
の
健
系
が
形
式
化
さ
れ
て
み

る
と
い
ふ
の
は
、
た
ゴ
羅
系
に
於
け
る
誘
導
に
必
要
な
推
理
規
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

を
理
解
す
る
の
み
で
欝
表
や
記
號
の
意
味
に
無
関
係
に
誘
導
さ

れ
た
も
の
の
流
質
を
謹
翼
翼
以
る
場
合
に
い
ふ
。
こ
の
意
味
に
於

て
ス
ト
ア
學
徒
は
形
式
論
の
執
道
上
に
あ
っ
た
が
、
同
時
に
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

彼
等
を
餓
り
高
く
評
黄
綬
露
な
い
。
彼
等
は
書
葉
に
甚
だ
關
心

し
、
そ
の
意
味
に
執
着
し
な
か
っ
た
、
そ
の
こ
と
は
形
式
化
の
主

要
條
件
で
あ
る
。
し
か
も
彼
等
は
ペ
リ
バ
ト
ス
學
徒
に
は
意
識
的

に
饗
短
し
て
る
九
。
三
段
論
法
の
本
質
は
書
葉
に
は
な
く
需
葉
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
植

意
味
に
あ
る
こ
と
を
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
は
度
々
叢
崩
し
て
み
る

（
訣
三
…
）

が
、
ス
ト
ア
墨
徒
は
確
か
に
反
酎
の
こ
と
を
烹
介
し
た
。
弼
と
な

れ
ば
彼
等
の
考
へ
に
よ
れ
ば
「
も
し
ノ
、
な
ら
ば
ク
」
及
び
「
汐
か

ら
ヴ
が
結
果
す
る
し
と
い
ふ
表
現
は
意
味
は
洞
じ
で
あ
る
が

絶
し
い
と
は
書
へ
な
い
こ
と
で
あ
る
　
　
「
2
か
ら
ク
が
結
果
す

る
。
然
る
に
今
や
ノ
。
敏
に
ク
」
と
い
ふ
推
理
式
は
「
も
し
ア
、
な

ら
ば
ク
。
然
る
に
今
や
汐
。
故
に
9
」
な
る
式
と
外
見
は
嗣
意
味

で
あ
る
け
れ
ど
も
，
後
者
が
三
段
論
法
で
あ
る
に
反
し
薗
者
を
三

　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
（
瀧
三
二
）

段
論
法
と
は
蓮
べ
て
る
な
い
。

　
ス
ト
ア
鵬
・
派
…
と
べ
リ
バ
ト
ス
鳳
炉
派
と
の
こ
の
封
立
に
關
｝
聯
…
し

た
設
題
、
郎
ち
ス
ト
ア
墨
徒
は
そ
の
命
題
論
理
學
の
原
理
的
意
味

を
意
識
し
て
み
た
か
、
特
に
彼
等
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
は
異
な

る
論
理
墨
鰐
系
を
捌
造
し
た
こ
と
を
意
識
し
九
か
、
と
い
ふ
間
題

が
虜
然
に
持
上
が
る
。
こ
の
問
題
の
最
初
の
都
分
は
シ
冒
ル
ツ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
三
墜
）

確
信
に
從
へ
ば
否
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
問
題
の
第
二
の
部
分
に

亡
し
て
こ
れ
ま
で
餓
り
注
意
を
惹
か
な
か
っ
た
文
献
を
取
扱
は

う
吊
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ッ
ご
　
ド
ク
し
ア
イ
シ
よ

　
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
ト
ピ
カ
の
註
に
「
綜
合
的
難
題
」
と
題

し
て
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
r
は
古
代
に
論
箏
さ
れ
た
問
題
を
羅
げ
て

轡
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み
る
。
例
へ
ば
月
は
地
球
よ
り
大
き
い
か
、
或
は
外
科
治
療
法
は

豊
麗
治
療
法
に
優
る
か
、
と
い
、
副
や
う
な
論
題
と
共
に
彼
は
次
の

論
理
聖
上
の
比
較
問
題
に
言
及
し
た
。
「
飾
納
法
は
三
段
論
法
よ

り
生
産
的
か
、
ま
た
定
言
的
と
詳
言
的
と
の
う
ち
何
れ
の
三
難
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ
謎
一
訟
四
）

法
が
先
か
、
ま
九
如
何
な
る
推
理
翻
が
先
或
は
よ
の
善
か
。
」

　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
こ
Σ
で
第
二
の
闇
題
郎
ち
定
言
的
と
假
需
的
と
の
う
ち
駈
れ

の
三
段
論
法
が
先
か
と
い
ふ
問
題
は
興
味
が
あ
る
。
定
営
的
三
段

論
法
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
も
の
で
あ
る
に
反
し
假
書
的
三
三

論
法
は
ス
ト
ア
學
徒
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
吾
々
の
論
題
は
ア
リ

ス
ト
テ
レ
ス
の
論
理
學
に
封
ず
る
ス
ト
ア
的
論
理
墨
の
驕
係
に

係
り
、
夏
に
そ
れ
か
ら
繊
慨
し
て
、
こ
れ
ら
の
燃
費
の
う
ち
何
れ

　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

が
先
か
帥
ち
私
の
解
繹
で
は
論
理
的
に
先
か
を
決
定
す
る
こ
と

と
な
る
。

　
こ
の
議
題
に
封
ず
る
解
答
は
ガ
レ
ヌ
ス
の
著
し
た
甚
だ
興
味

あ
る
論
理
學
序
論
に
見
世
さ
れ
る
。
　
ガ
レ
メ
ス
の
記
蓮
に
よ
れ

ば
、
そ
の
時
代
の
最
も
明
敏
な
る
論
理
撰
者
に
数
へ
ら
れ
勿
論
自

・
ら
ペ
リ
パ
ト
ス
思
Ψ
徒
で
あ
る
ボ
エ
ト
ス
　
　
ァ
ム
モ
ニ
ォ
ス
に

よ
れ
ば
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
か
ら
十
一
代
臼
の
ペ
リ
パ
ト
ス
思
Ψ
徒

　
　
は
定
晶
…
童
謡
で
な
く
椴
網
羅
陶
三
聴
込
醐
法
を
匹
尤
と
滲
へ
た
。
ガ
レ

　
　
　
　
　
『
命
題
論
覗
學
の
騰
窺
』
、

ズ
ス
は
そ
れ
に
反
辛
し
て
定
書
的
前
提
は
そ
れ
を
結
合
し
た
假

言
的
よ
り
簡
翠
な
命
題
と
し
て
論
理
的
に
先
で
あ
る
と
論
難
し

て
み
る
。
然
し
彼
に
は
こ
の
論
謹
な
ら
び
に
全
論
題
は
大
し
て
意

味
の
な
い
も
の
と
見
え
た
。
と
い
ふ
の
は
、
彼
は
吹
の
や
う
に
考

へ
て
居
た
か
ら
。
こ
の
論
爾
に
よ
っ
て
多
く
見
配
す
こ
と
も
な
く

多
く
失
．
誹
こ
と
も
な
い
Q
入
は
種
々
の
三
段
論
法
を
知
り
學
ば
ね

ば
な
ら
ぬ
が
、
そ
れ
が
姉
傭
な
る
順
序
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
、

或
は
そ
の
う
ち
掲
れ
が
先
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
，
は
各
入
が
趣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詮
三
匹

味
に
從
っ
て
決
定
し
て
よ
い
。

、
私
の
考
へ
に
よ
れ
ば
こ
の
爾
藩
法
ハ
か
・
ら
、
ス
ト
ア
｛
逆
徒
は
自
ら

の
論
理
的
罷
系
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
そ
れ
と
の
鵜
違
を
意
識

し
て
み
た
の
み
な
ら
す
、
爾
膿
系
相
互
の
豊
凶
を
も
正
當
に
刺
隊

し
て
み
た
と
結
論
し
て
よ
い
。
命
題
論
理
學
は
名
跡
論
理
學
よ
り

論
理
的
に
先
の
膿
系
で
あ
る
と
い
ふ
の
が
現
今
吾
々
の
常
識
で

あ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
分
析
論
に
於
て
三
段
論
法
の
第
二
及

び
第
三
の
腿
式
が
第
一
の
綱
式
に
還
元
さ
れ
る
こ
と
を
謹
明
し

て
み
る
が
、
そ
の
詮
明
を
分
析
す
る
な
ら
ば
ど
の
場
合
に
於
て
も

命
題
論
理
墨
の
定
題
を
使
用
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
判
明
す
る
。

後
に
．
、
切
蓋
8
、
．
と
名
付
け
ら
れ
た
三
段
論
法
を
．
、
響
吾
碧
触
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
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@　

@　

@　

@　

ｸ
墨
鰐
究
一
第
｝
育
五
十
ご
號

に
形
式
的
に
選
為
す
る
に
は
「
ゐ
牝
（
も
し
汐
且
．
つ
9
、
な
ら
ば

プ
）
、
な
ら
ば
（
も
し
ρ
且
つ
非
7
、
な
ら
ば
露
ク
ピ
と
い
ふ
命

題
論
理
墨
の
定
題
を
是
非
と
も
必
要
と
す
る
。
こ
の
．
定
題
に
相
潤

す
る
推
理
式
を
ス
ト
ア
墨
徒
が
熟
知
し
て
み
た
こ
と
は
上
船
し

た
。
從
っ
て
最
も
あ
り
う
べ
き
こ
と
と
し
て
、
ス
ト
ア
學
徒
は
當

然
こ
の
推
理
式
を
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
三
段
論
法
に
適
用
し
た

と
考
へ
ら
れ
る
。
ま
た
吾
々
の
知
識
に
よ
れ
ば
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ

ス
の
ジ
ロ
ギ
ス
テ
ィ
ク
の
う
ち
に
含
ま
れ
る
貧
弱
な
名
僻
譲
理

學
の
破
片
よ
り
大
き
な
意
味
を
も
つ
も
の
は
命
題
論
理
藥
で
あ
．

る
。
命
題
論
理
學
は
論
理
學
及
び
藪
學
の
凡
て
の
同
系
の
基
礎
で

あ
る
。
こ
の
主
た
る
理
論
に
基
礎
を
興
、
た
ス
ト
ア
學
徒
に
草
々

は
感
謝
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
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⑳
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＝
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．
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環
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．
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邑
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．
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冒
§
．
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＾
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へ
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§
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避
。
ざ
～
§
べ
皇
申
二
け
q
影
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蓉
司
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．
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蒙
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§
警
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勲
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嚇
．
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勲
～
・
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纂
§

慧
鼠
q
§
烹
軸
ミ
沖
§
ま
穿
き
ミ
多
芝
山
。
へ
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・
。
ぎ
g
曼
窒

層
警
§
ざ
…
議
蟄
ミ
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．
剛
、
K
燕
§
・
．
碁
ぎ
養
急
、
祭
冬
属
盤
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・

。
＝
§
ぎ
嚢
罫
毯
9
ぎ
）
叉
ぎ
貯
§
こ
触
暑
”
警
・
9
べ
・
琵
ミ

慧
哉
q
・
s
爵
響
聾
㍗
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瓠
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、
蓉
§
ぞ
臥
馨
§
馨
・
へ
ε
ス
ミ
ド

。
量
・
喜
奪
甚
急
q
・
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耳
象
景
選
。
薫
智
§
串
轟
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§

蕊
q
¢
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。
驚
m
＆
＆
鴫
。
鰹
伽
3
．
さ
」
q
§
庶
話
．
×
℃
薯
ぺ
書
聖
息
索
ミ
画
調
谷
昌

べ
餐
賢
×
竃
葛
腰
豊
ソ
ソ
。
ザ
儀
葛
3
養
吋
d
8
↓
．
鐸
§
夢
着
生
母
9

認
。
マ
蚤
俺
ミ
膨
さ
銘
窪
害
。
ξ
け
霧
客
寓
⑳
二
尉
g
書
。
厳
趣
漁
八
号
だ

も
翌
罫

　
ス
ト
ア
派
の
影
響
が
中
世
に
動
転
し
た
と
説
明
す
る
こ
と
を

プ
ラ
ン
ト
ル
は
よ
く
心
得
て
贋
た
が
、
ス
ト
ア
畢
徒
の
創
始
し
た

御
回
諭
幽
幽
が
中
世
に
更
に
嚢
回
し
た
こ
と
に
嘉
し
て
は
こ
れ

ま
で
何
人
も
意
識
し
な
か
っ
た
如
く
で
あ
る
。
こ
、
で
も
詳
細
に

入
る
こ
と
は
出
面
な
い
し
、
殊
に
中
世
論
理
學
の
愛
料
を
解
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
．
る
。
こ
れ
か
ら
ぺ
ト
ル
ス
・
ヒ
ス
パ
ヌ
ス
の

QQ

�
ﾟ
昌
三
8
δ
σ
q
軍
書
邸
ち
こ
の
中
世
論
理
學
の
古
典
教
本
と

そ
の
ヴ
ェ
ル
ゾ
リ
ウ
ス
の
註
な
ら
び
に
命
題
論
理
的
に
脳
す
る

ド
ウ
ン
ス
・
ス
コ
ト
ゥ
ス
の
著
書
の
概
要
を
野
鼠
に
設
明
し
ょ

う
。
ぺ
ト
ル
ス
・
ヒ
ス
パ
ヌ
ス
は
既
に
古
代
に
論
璽
の
中
心
と
な

っ
た
フ
ィ
ロ
ン
の
含
意
の
監
理
標
準
を
知
ら
な
か
っ
た
や
う
で

あ
る
。
彼
は
ク
リ
シ
ッ
ボ
ス
の
「
或
は
一
或
は
一
結
合
」
で
は
な

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
へ

く
非
排
除
的
選
言
を
離
接
と
名
付
け
そ
れ
を
颪
理
醜
撒
と
し
て

　
　
　
（
註
ご
一
二
ハ
）

定
義
し
た
。
卸
ち
二
命
題
を
結
僻
．
．
く
〇
一
、
｝
に
よ
っ
て
結
合
し
た

も
の
離
接
は
そ
の
爾
項
が
儒
な
な
と
き
、
そ
の
と
き
に
限
っ
て
儒

『
命
題
論
理
墨
の
歴
奥
』
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ら

で
あ
り
、
他
の
場
合
に
は
爾
項
が
共
に
眞
な
る
と
き
に
も
藁
で
あ

る
。
然
し
そ
れ
が
認
め
ら
れ
た
と
い
っ
て
も
反
封
も
あ
っ
た
の
で

　
（
註
三
七
）

あ
る
。

　
註
に
よ
る
と
次
の
推
理
規
則
が
離
接
に
評
し
て
提
鐵
さ
れ
て

る
る
Q
第
　
に
離
接
と
｝
項
の
否
定
か
ら
他
項
が
結
論
さ
れ
る
。

例
へ
ば
「
人
闇
は
生
物
で
あ
る
か
或
は
馬
は
石
で
あ
る
。
然
る
に

今
や
馬
は
石
で
な
い
。
故
に
入
は
生
物
で
あ
．
る
。
」
こ
れ
は
正
に

ス
ト
ア
學
徒
の
第
五
の
讃
明
不
可
能
三
殺
論
法
で
あ
る
。
第
四
の

三
者
論
法
は
勿
論
存
し
な
い
。
と
い
ふ
の
は
そ
れ
は
排
除
的
離
接

に
寄
し
て
の
み
安
書
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
。
第
二
に
酬
項
の
長

か
ら
離
接
の
眞
が
結
論
さ
れ
る
。
例
へ
ば
「
人
は
走
る
、
放
に
入

は
羅
馬
で
あ
る
か
或
は
人
は
走
る
。
」
こ
の
例
は
奇
怪
で
あ
る
が

　
　
　
　
　
　
　
（
註
孫
八
）

然
し
充
分
明
瞭
で
あ
る
。
こ
の
第
二
の
規
則
は
新
し
い
も
の
で
ス

ト
ア
派
の
テ
ク
ス
ト
に
は
存
し
な
い
。
兎
も
二
二
援
が
非
排
除
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

選
雷
と
し
て
把
握
さ
れ
る
と
い
ふ
そ
の
條
件
の
下
に
そ
れ
は
正

し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ブ
ラ
テ
イ
ノ
エ

　
ペ
ト
ル
ス
こ
ス
パ
ヌ
ス
は
合
接
を
蓮
撃
的
命
題
と
名
付
け
て

ス
ト
ア
墨
書
と
協
襟
な
仕
方
で
蓑
理
醜
撒
と
し
て
定
義
し
た
。
そ

の
推
理
規
則
は
新
に
現
れ
た
註
に
次
の
如
く
附
擁
さ
れ
て
ゐ
ゐ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
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惣
墨
研
．
究
　
第
二
百
五
十
二
號

合
接
か
ら
そ
の
何
れ
の
項
も
結
論
さ
れ
る
。
例
へ
ば
「
人
は
生
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
三
九
）

で
あ
り
且
つ
紳
は
在
る
。
故
に
人
は
生
物
で
あ
る
。
」

．
ぺ
ト
ル
ス
・
ヒ
ス
パ
ヌ
ス
に
樹
す
る
註
に
は
そ
れ
に
關
乱
し

て
次
の
美
事
な
附
記
が
あ
る
。
相
互
に
矛
盾
す
る
項
を
も
つ
合
接

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
颯
○
）

と
離
接
は
相
互
に
矛
盾
す
る
。
こ
・
に
言
っ
て
み
る
の
は
一
、
汐
及

び
ク
」
と
「
非
器
或
は
非
9
」
、
な
ら
び
に
「
ρ
或
は
9
」
と
「
非
ρ

及
び
非
9
」
な
る
命
題
が
根
互
に
矛
盾
す
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。
換
雷
す
れ
ば
「
ノ
及
び
ク
」
は
「
奔
ρ
或
は
霧
9
」
の
否
定

と
岡
値
で
あ
、
り
、
筒
様
に
「
汐
或
は
ダ
」
は
「
典
ψ
及
び
非
グ
」
の
否

定
と
二
値
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
所
謂
ド
ゥ
・
モ
ル
ガ
ン
の
原

理
は
ド
ゥ
・
モ
ル
ガ
ン
の
遙
か
以
前
に
知
ら
れ
て
み
た
こ
と
と
な

る
。　

註
の
同
じ
箇
所
の
．
最
後
に
は
｝
命
題
の
矛
贋
的
反
封
は
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

命
題
に
否
定
記
號
を
爾
溶
す
る
よ
り
「
よ
り
眞
に
」
構
破
さ
れ
得

　
　
　
　
　
　
　
　
（
謎
鮒
…
）

な
い
と
書
か
れ
て
み
る
。
二
・
に
は
土
遣
し
九
ス
ト
ア
派
の
影
響

が
特
に
明
瞭
に
現
れ
て
み
る
G
ド
ゥ
ン
ス
・
ス
コ
ト
ゥ
ス
に
も
上

蓮
の
凡
て
の
推
理
規
則
な
ら
び
に
最
後
の
附
記
が
見
出
さ
れ
る
。

從
っ
て
そ
れ
ら
は
摩
世
に
一
般
に
承
認
さ
れ
た
こ
と
と
思
は
れ

る
σ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
入

謎
⑳
．
プ
ラ
ン
｝
ル
（
霞
“
ω
旗
い
）
に
そ
れ
を
意
識
し
て
み
な
か
つ
療
Q

　
　
乏
い
ふ
の
ほ
彼
ほ
離
接
と
選
欝
の
琶
瑚
を
溢
私
し
て
ゐ
臓
炉
か

　
　
ら
。

註
（
⑳
ψ
ヨ
旨
毎
『
ρ
鐸
帥
。
巨
酬
曾
鳥
鼓
三
ぢ
甑
ヨ
（
困
で
二
並
嶺
押
◎
o
●
a
”

　
　
》
津
『
よ
Q
。
に
梗
概
が
蓮
べ
て
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
私
ほ
比
較

　
　
的
後
期
の
版
】
嫁
嵩
類
語
智
蝕
ω
§
§
三
器
6
0
㈹
凹
。
簿
騨
。
戸
き

　
　
く
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〇
三
　
　
【
）
舞
翼
Φ
漬
雛
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㌶
鳳
給
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昌
笛
　
寒
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も
。
…
焦
9
多
　
く
2
回
2
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瀕
O
圃
鱒
冥
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鋒
簿
器
ロ
回
影
く
巴
露
昏
砦
彰
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引
馬
す
る
Q

　
　
そ
れ
臣
プ
ラ
ン
あ
勘
の
使
柵
し
カ
テ
ク
ス
ト
と
各
斯
に
於
て
翔

　
　
違
し
て
み
ろ
Q
）
．

　
　
ψ
戸
§
鑓
三
蓉
　
一
●
o
∴
　
　
（
｝
【
も
笥
。
搾
霧
｛
H
轟
p
例
貯
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門
笛
　
象
臨
箋
ざ
甑
く
一
幹

　
　
」
q
与
O
μ
ご
O
伽
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舞
叶
O
図
柄
畠
於
丁
二
ざ
島
く
飽
ド
、
皇
嵩
ご
　
鳥
O
琢
＝
ざ
瓢
O
鮮
σ
二
富
7
謎

　
　
　
　
　
　
　
冒

　
　
℃
年
再
冒
p
創
℃
o
臨
瓢
。
コ
。
一
ご
巴
3
篤
【
甘
薯
．
、
7
9
ご
o
o
簿
門
錘
ぎ
露
一
く
。
｝

　
　
（
溢
【
剛
蕊
（
海
ζ
℃
冨
旧
的
①
餌
。
隠
罠
撮
嵩
。
に
窪
貯
｝
鉛
℃
剛
。
。
u
お
澤
貫
ゲ
。
導
Q

　
　
o
忽
鮮
葺
…
ヨ
紘
◆
堕
甲
　
o
つ
8
F
彰
（
ご
影
○
鳥
P
艶
」
σ
q
舞
2
ム
○
ρ
く
。
凱
償
訴
。
琵
蔓
5

　
　
｝
）
触
寝
似
級
酷
義
ぐ
の
臨
夢
3
回
忌
ε
聲
鋲
簿
①
簿
σ
o
ご
ジ
8
一
塞
。
喫
お
簿
㌶
冒

　
　
寡
鳥
⇔
び
2
0
三
面
三
2
戦
り
夢
8
霧
ひ
く
。
毒
　
．
．
剛
5
壼
o
o
母
簿
，
、
”

　
　
写
騨
口
門
　
ぴ
触
嵩
O
　
①
湾
　
ぐ
σ
寮
μ
　
軌
∴
｝
9
δ
O
　
畠
舞
　
僻
臨
箒
が
筋
　
く
O
陣
　
げ
O
影
O

　
　
　
σ

　
　
9
飛
岡
，
岸
㌔
ψ

註
⑳
○
。
§
肇
堂
ρ
舞
g
b
＾
擢
8
隠
㌶
ぎ
胸
鴛
讐
。
民
。
拶
ε
勘

　
　
8
窟
昌
p
凱
惹
獅
鳥
ぐ
⑦
ユ
3
酔
①
開
ご
。
鉱
＝
洛
ぴ
簿
℃
鶏
枠
一
ω
o
団
蕊
器
。
話
琵
♪

　
　
⑦
湾
ぴ
。
舜
0
9
冨
8
器
9
罫
　
9
ご
2
0
。
儀
β
a
貯
さ
　
．
、
び
9
謬
◎
の
ω
酢

　
　
拶
ゑ
§
触
二
9
0
2
の
。
簿
響
2
、
㈹
o
H
さ
鑓
。
㊦
緯
潟
三
ヨ
鎮
冒
．
「
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註
⑳
ω
寒
き
戸
量
の
一
◎
£
　
c
へ
）
薯
算
ぎ
2
象
ω
贈
三
日
。
け
ぎ
霧
冨
簗
9
廃

　
　
　
6
§
霞
銭
剛
8
緊
ひ
蕊
8
簿
窺
臼
。
窩
一
錘
　
　
こ
㌧
に
再
成
纈
策
に
表

　
　
　
現
さ
れ
て
み
ろ
瞬
じ
患
想
が
ナ
ッ
カ
ム
に
ほ
蝕
程
明
瞭
に
言
つ

　
　
　
て
あ
ろ
Q
　
O
唱
℃
霧
一
碧
0
9
嘗
貧
圃
0
8
門
凶
窪
（
冨
…
箋
。
識
く
器
霧
ぼ
一
養

　
　
　
8
冥
篇
㌶
凶
奉
0
9
日
も
。
ω
一
停
⇒
2
8
髪
型
蝕
簿
〇
三
脇
で
潜
三
四
μ
影
M
嶺
凶
蕩

　
　
　
＆
凱
ぎ
H
a
〈
鴛
．
（
〈
撃
℃
璽
聾
ユ
に
押
ω
・
ω
O
◎
≧
留
冒
ピ
O
い
。
。
Y

　
註
⑧
㏄
§
影
鼻
お
一
．
。
∴
　
一
回
○
謡
。
鰺
く
巴
震
（
冨
。
。
（
）
漠
峯
象
a
9
養
戸

　
　
　
ぬ
§
彰
3
餓
冥
○
鳩
o
u
・
㎞
甑
。
㌶
℃
剛
．
蓉
℃
o
＝
Φ
語
琴
碧
山
。
竃
一
ご
’

　
ス
ト
ア
的
命
題
論
理
墨
は
、
中
轍
に
特
鰻
，
推
噺
（
ζ
器
8
午

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

。
壽
）
」
論
に
存
嬉
し
た
。
中
轍
論
理
學
者
の
推
断
は
含
意
な
ら
び

に
「
抄
、
故
に
9
」
の
塑
の
推
理
式
　
　
「
、
ρ
」
及
び
「
グ
し
は
命
題

で
あ
る
　
　
を
も
意
味
す
る
。
然
し
概
し
て
推
断
は
推
理
式
と
，

　
　
　
　
　
　
　
（
謎
四
二
）

し
て
表
現
さ
れ
て
み
る
。
推
断
は
形
式
的
及
び
素
材
的
に
分
類

さ
れ
た
。
推
断
の
項
の
配
置
及
び
形
式
は
純
一
に
止
め
て
任
意
の

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

項
に
妥
當
す
る
と
き
形
式
的
と
言
ひ
然
ら
ざ
る
場
合
を
素
材
的

と
言
ふ
。
形
式
的
推
断
は
論
理
的
法
期
と
し
て
常
に
正
し
い
。
然

る
に
素
材
的
推
噺
は
、
眞
命
題
を
即
発
と
し
て
附
加
す
れ
ば
彩
式

的
推
噺
に
還
元
出
來
る
と
き
そ
の
と
き
の
み
正
し
い
或
は
「
善

い
し
（
、
、
σ
o
欝
、
、
）
。
附
加
さ
る
べ
き
命
題
が
必
然
に
眞
な
ら
ば
推

噺
は
、
．
9
諺
。
。
冒
盛
鼻
の
覧
．
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
が
偶
然
に
眞
な

　
　
　
　
　
岬
、
命
題
論
理
學
の
歴
史
』

ら
ば
推
断
は
．
、
ご
○
暴
葺
欝
零
．
、
と
言
は
れ
る
。
後
の
鑓
別
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
嬰
三
）

私
に
と
っ
て
大
し
た
意
味
を
も
つ
も
の
で
な
い
。

　
中
世
後
期
の
論
理
藥
教
本
に
は
．
．
山
①
8
話
8
器
簿
翻
。
な
る

章
に
種
々
の
形
式
的
推
断
と
共
に
命
題
論
理
藥
に
厩
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

も
蓮
べ
ら
れ
て
る
る
。
そ
の
推
断
の
こ
三
は
既
に
上
述
し
た
。
全

へ部
を
網
羅
す
る
努
力
は
何
入
に
も
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
へ

中
世
命
題
論
理
學
の
全
貌
を
示
さ
う
。

　
推
噺
論
は
望
外
の
理
由
か
ら
渋
B
に
値
す
る
。
こ
、
に
示
し
た

素
材
的
推
噺
概
念
か
ら
中
世
に
忘
れ
ら
れ
て
み
た
フ
ィ
ロ
ン
の

含
意
概
念
が
全
く
思
掛
な
く
ま
た
全
く
豪
然
の
結
論
と
し
て
導

出
出
織
る
。
こ
の
導
出
さ
れ
る
も
の
を
仔
細
に
取
扱
ふ
こ
と
は
無

調
で
は
な
い
。

　
推
理
式
「
汐
、
敏
に
ク
」
は
含
意
「
も
し
診
、
な
ら
ば
ク
」
に
封

癒
し
、
こ
の
二
の
形
式
は
全
く
岡
じ
に
推
断
と
稗
さ
れ
九
。
從
っ

て
善
き
推
断
は
爽
な
る
含
意
に
蜀
恋
し
ま
た
蓮
も
成
立
す
る
。
素

材
的
推
噺
は
虞
あ
、
4
る
前
提
を
附
加
し
て
形
式
的
推
辮
剛
に
な
る
と

き
善
で
あ
る
。
こ
の
鰻
重
か
ら
第
一
に
後
項
の
虞
な
る
凡
て
の
含

意
は
眞
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
郎
ち
「
ダ
」
が
眞
な
ら
ば
任
意
の

「
ρ
」
に
寄
し
て
「
ノ
、
故
に
9
」
な
る
素
耕
的
二
面
は
善
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九

、
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哲
學
研
究
　
第
二
頁
五
十
二
號

何
と
な
れ
ば
假
定
に
よ
り
蓑
な
る
命
題
「
ク
」
を
前
提
と
し
て
附

擁
す
れ
ば
、
一
、
2
且
つ
ダ
、
故
に
ク
」
な
る
推
理
式
を
得
、
こ
の
推
理

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

武
は
上
蓮
の
如
く
形
式
的
推
噺
で
あ
る
。
第
二
に
前
項
が
禰
な
る

凡
て
の
含
意
は
翼
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
「
汐
」
が
儒
な
ら
ば

任
意
の
ダ
に
臥
し
て
「
ア
、
故
に
ク
」
な
る
素
材
的
推
断
は
善
で

あ
．
る
。
何
と
な
ら
ば
假
定
に
よ
り
備
な
る
命
題
「
、
汐
」
の
矛
贋
的

反
鋤
即
ち
貫
命
題
、
非
汐
」
を
前
提
と
し
て
附
加
す
れ
ば
、
～
、
ρ
且

つ
弗
汐
、
放
に
ク
」
な
る
推
理
規
則
と
な
り
、
こ
の
推
理
規
期
は

　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
ヘ
　
　
へ

後
述
す
る
麹
く
形
弐
的
擢
噺
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
三
の
揚
合
（
「
翼

一
爽
」
、
「
僑
－
虞
」
、
　
、
備
一
循
」
）
に
は
含
意
は
眞
で
あ
り
、
第
四

の
場
合
「
糞
一
望
し
に
は
勿
論
傷
で
あ
．
る
。
三
っ
て
含
意
は
嚴

密
に
フ
ィ
ロ
ン
の
規
準
に
三
っ
て
三
三
臨
嶽
と
し
て
定
義
さ
れ

る
◎

　
ド
ゥ
ン
ス
・
ス
コ
ト
ゥ
ス
は
こ
の
結
果
を
児
逃
し
て
み
る
や
う

で
あ
る
が
、
そ
の
一
定
は
凡
て
明
か
に
認
め
て
み
た
。
即
ち
鶴
命

題
は
凡
て
任
意
の
外
の
命
題
を
善
き
素
三
三
推
噺
に
於
て
軍
票

す
る
こ
と
、
な
ら
び
に
薦
命
題
は
凡
て
任
意
の
外
の
命
題
か
ら
善

き
素
材
的
推
噺
に
於
て
生
す
る
こ
と
を
知
っ
て
み
た
。
ま
た
形
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

的
矛
盾
を
含
む
命
題
か
ら
任
意
の
命
題
か
凡
て
形
式
的
推
断
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
颯
賜
）

於
て
誘
導
さ
れ
る
こ
と
を
謹
話
し
た
。
謹
明
は
例
に
つ
い
て
行
は

れ
次
の
や
う
に
蓮
べ
ら
れ
て
る
る
。
推
断
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
走
り

且
つ
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
走
ら
ぬ
、
故
に
汝
は
ロ
マ
に
在
り
」
は
形
式

的
に
正
し
い
。
帥
ち
㎜
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
走
り
且
つ
ソ
ク
ラ
テ
ス

は
走
ら
ぬ
し
と
い
ふ
合
接
か
ら
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
走
る
」
と
い
ふ

命
題
な
ら
び
蛍
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
走
ら
ぬ
」
と
い
ふ
命
題
が
形
式

的
推
断
に
隔
て
生
す
る
。
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
走
る
」
と
い
ふ
命
題

か
ら
「
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
走
る
か
或
は
汝
は
・
マ
に
在
り
」
な
る

離
接
が
形
式
的
推
断
に
於
て
結
論
さ
れ
る
。
こ
の
離
接
及
び
そ
の

第
㎝
項
の
否
定
か
ら
逡
に
「
汝
は
ロ
マ
に
在
り
」
な
る
命
題
が
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
誌
四
錠
）

式
的
推
断
に
於
て
鐵
て
來
る
。
中
世
ス
コ
ラ
ス
テ
ィ
ク
の
衰
亡
と

共
に
こ
れ
ら
の
美
事
な
研
究
が
凡
て
全
く
忘
却
さ
れ
た
の
で
あ

る
。

O
戸
毎
醗
Q
り
8
貯
ン
の
舞
の
豊
o
g
㎝
。
・
唇
段
毒
巳
．
℃
ぴ
酬
8
（
》
門
巴
三

撮
磨
幹
黄
O
掛
把
昌
．
ひ
翠
）
”
　
0
9
器
ρ
蕊
暮
置
。
終
賢
。
℃
o
ψ
窪
。

げ
驚
唱
。
昏
σ
瓢
露
8
ヨ
℃
o
。
自
一
操
㊤
巽
騨
幕
8
亀
O
暮
⑦
編
8
5
切
詔
器
9
Φ

讐
践
㌶
慧
①
8
訂
貯
鐸
。
酔
δ
欝
0
8
黛
簿
｛
o
ゴ
荒
凶
く
⑦
H
奉
藏
。
鵠
鶏
川
な
一
…

．
、
o
o
㌶
罠
嵩
島
o
o
o
嵩
飾
冨
岡
9
一
巴
賦
．
、
と
し
て
　
．
．
も
・
鴬
、
　
が
”
流
｝
べ
ら
れ
、

い
巨
8
三
葺
0
二
〇
塗
筆
O
養
一
冒
Ψ
鴇
と
し
て
．
．
掲
冨
詰
り
咽
或
ほ
い
ハ
霧
σ
q
O
ゆ
噌
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⑱

瀧
＠

が
委
當
す
る
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貯
ρ
（
蒙
窪
氏
臼
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ω
ゆ
を
§
．
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ω
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奨
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ひ
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お
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．
肺
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9
豊
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零
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9
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§
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昌
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§
”
鉱
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簿
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8
鼠
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書
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豊
。
器
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＝
9
．
§
欝
，
ミ
き
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§
λ
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騎
の
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が
鵬
す
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詳
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に
論
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Q
）
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O
農
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・
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§
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窪
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肖
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疑
器
。
の
鰺
拶
一
，
鍔
。
　
0
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器
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器
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欝
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。
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湾
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圃
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画
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ρ
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膏
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史
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．

　
　
　
　
　
　
　
雌
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μ
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§
銭
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⑮
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．
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．
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簿
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壕
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重
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“
．
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ω
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9
．
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覆
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「
ω
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－

　
　
　
　
　
　
（
寛
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簿
駿
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μ
H
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く
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；
鮮
震
労
霞
】
p
免
．
込
戸
営
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奉
。
き
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箕
○
唱
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簿
圃
。

　
　
　
　
　
　
　
ミ
象
，
σ
m
書
襲
．
訂
貯
§
無
禽
。
§
ρ
§
蓉
①
＝
例
…
轄
貯
§
満

　
　
　
　
　
　
　
＾
壷
弓
。
〔
ぎ
．
漆
銑
搾
一
・
鉾
訟
。
ρ
・
ぎ
μ
，
”
．
、
6
Q
・
8
疑
窃
9
圃
鼠
コ
、
。
｝

　
　
　
　
　
　
　
嘗
二
ω
男
9
ぎ
3
。
・
＆
ω
。
。
尻
㌶
窪
零
切
。
毎
．
旨
．
搾
（
暮
塞
巽
く
鋒
§

　　

@　

@　

@
h
・
3
㎞
莚
葺
貯
窃
ヵ
・
塁
。
㌦
、
彊
＆
暁
轟
箕
9
舞
§
勤
費
、
．

　
　
　
　
　
　
　
三
聖
＝
・
o
q
鼻
巳
一
韓
巽
蝕
。
・
冒
日
象
く
9
0
瓢
肖
ご
0
9
誉
．
熱
8
搾
9
，
㌶
§
罫
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
α

　　

@　

@　

@
零
、
身
・
〔
コ
．
血
憂
婁
零
．
け
§
象
ぎ
謬
§
ジ
①
畠
餐
塾
・

　　

ﾟ
世
の
【
。
叛
學
的
」
論
理
墨
ほ
徹
頭
徹
尾
心
理
學
的
及
び
認
識

論
的
に
研
究
さ
れ
、
形
式
論
理
畢
的
問
題
に
は
理
解
も
興
味
も
待

た
な
い
。
精
々
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
㊥
．
ン
・
ギ
ス
テ
ィ
ク
が
擁
統
的

不
備
の
ま
・
滲
照
さ
れ
る
位
で
命
題
論
理
墨
に
驕
し
て
は
そ
の

痕
跡
も
見
禺
さ
な
い
。
正
確
に
定
式
化
さ
れ
方
法
的
に
解
決
さ
れ

た
間
題
を
徒
ら
に
新
に
考
究
す
る
が
、
凡
て
不
明
確
な
哲
學
的
思

辮
の
う
ち
に
融
溶
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
．
｝



露8＄

　
　
　
　
　
哲
撃
研
究
　
第
二
百
滋
十
二
號

　
然
る
に
近
世
論
理
墨
は
撒
學
的
精
神
に
よ
っ
て
復
活
し
た
。
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

論
理
学
昼
、
撒
學
的
確
鯛
凝
議
或
は
論
理
算
法
と
し
て
成
立
し
、
，
〕

∴
一
三
十
年
聞
に
全
盛
と
な
っ
た
．
、
從
っ
て
叉
命
題
論
理
學
も
再

び
正
し
と
さ
れ
た
。
こ
・
に
突
然
論
理
學
輿
に
園
有
な
現
象
に
吾

々
は
遭
遇
す
る
。
師
ち
全
く
無
媒
介
に
、
右
下
的
に
は
全
く
猫
立

に
近
代
最
大
の
論
理
學
者
、
コ
ッ
ト
ロ
ブ
、
フ
レ
グ
の
天
才
的
頭
驕

に
殆
ど
最
高
の
完
全
を
以
て
近
代
命
題
論
理
學
が
出
現
し
た
。
フ

レ
グ
は
一
八
七
九
年
に
短
い
が
内
容
的
に
困
難
な
論
文
を
ご
隠
？

鳴
幽
葬
∩
｝
三
3
0
ヨ
。
鳥
9
”
簿
7
ヨ
魯
乙
げ
窪
暴
6
｝
護
。
茎
（
矧
8
属
。
マ

ヨ
①
デ
讐
蓉
ぎ
（
帯
幹
お
ぽ
①
⇒
d
o
導
○
髪
．
へ
と
い
ふ
題
臼
で
崩
版
し

た
。
こ
の
論
文
に
よ
っ
て
金
命
題
論
理
畢
が
徽
密
な
公
理
的
形
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
闘
六
）

に
於
て
演
繹
的
罷
系
と
し
て
最
初
に
提
灘
さ
れ
た
。
フ
レ
ゲ
の
命

題
論
理
學
罷
系
は
二
基
礎
概
念
麟
ち
否
定
及
び
含
意
に
よ
り
作

ら
れ
る
Q
含
意
は
二
〇
〇
〇
年
以
上
も
前
に
フ
ィ
ロ
ン
が
行
っ
た

と
金
く
詞
様
に
眞
理
麟
撒
と
し
て
定
義
さ
れ
る
。
外
の
鹸
撒
は
羅

系
に
使
用
き
れ
て
な
い
が
、
「
も
し
非
ノ
，
な
ら
ば
ゲ
」
な
る
薬
量

は
「
汐
或
は
ク
」
と
、
ま
九
「
舞
（
も
し
ノ
、
な
ら
ば
雰
9
）
」
な
る

言
表
は
「
ノ
且
つ
9
」
と
解
せ
ら
れ
る
。
基
礎
概
念
を
使
用
し
て

志ハ

]
個
の
V
「
甘
鞭
礎
命
題
」
或
は
膚
公
輝
…
．
か
…
提
出
さ
れ
、
・
て
れ
か
・
ら
二
推
帽
埋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

規
姻
、
し
か
も
推
理
農
期
と
し
て
明
確
に
定
式
化
さ
れ
た
分
離
規

へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
も
　
へ

則
と
、
出
講
さ
れ
て
は
み
る
が
定
式
化
さ
れ
て
み
な
い
代
入
規
則

と
の
媒
介
に
よ
っ
て
命
題
論
理
墨
の
外
の
定
理
全
部
が
誘
導
さ

れ
る
“
分
離
規
則
（
そ
の
名
稽
は
フ
レ
グ
に
よ
る
わ
け
で
は
な
い
）

と
し
て
ス
ト
ア
學
徒
の
第
…
の
謹
明
豊
薄
能
三
段
論
法
邸
ち
、
含

意
「
も
し
『
な
ら
ば
ク
」
な
ら
び
に
こ
の
含
意
の
薗
覆
、
α
」
が
醗

系
の
承
認
さ
れ
た
雑
題
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
食
意
の
後
項
「
臼
」

を
承
認
さ
れ
た
議
定
題
と
し
て
含
意
か
ら
分
離
し
て
も
よ
い
、
が

探
用
さ
れ
る
。
代
入
規
則
と
は
攣
項
に
意
味
あ
．
る
言
表
が
代
入
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
ぬ
　
へ

れ
て
も
か
ま
は
ぬ
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
意
味
あ
る
言
表
（
こ
の
概

念
は
兎
に
角
と
切
。
嬉
嬉
。
耳
簿
．
．
に
は
存
し
な
い
）
と
は
先
づ
憂

項
、
次
に
「
α
」
が
意
味
あ
る
言
表
な
る
限
り
「
非
α
し
な
る
否
定
、

最
後
に
「
α
し
及
び
「
β
」
が
意
味
あ
る
言
表
な
る
隈
り
「
も
し
α
、

な
ら
ば
β
」
な
る
型
の
含
意
を
指
す
○
罷
系
の
定
題
翻
ち
公
理
及

び
定
理
は
、
塾
直
及
び
水
準
の
線
か
ら
成
り
甚
だ
場
所
を
と
る
記

號
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
。
こ
の
フ
レ
ゲ
の
記
號
は
括
弧
、
黙

等
々
の
句
旧
風
を
避
け
う
る
と
い
ふ
利
盆
が
あ
る
。
私
は
そ
こ
で

認
可
場
翫
を
要
せ
す
簡
箪
で
且
つ
括
弧
を
硬
用
せ
ぬ
記
法
を
嚢

齢
す
る
こ
と
に
成
功
し
允
。
「
も
し
」
及
び
「
露
」
の
画
撒
記
號
を



2齢

攣
項
の
前
に
置
い
て
括
弧
を
省
略
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
私
の
記

法
に
よ
れ
ば
「
も
し
ρ
、
な
ら
ば
4
」
な
る
言
表
は
．
．
0
軋
、
に

よ
っ
て
、
「
非
汐
」
は
、
．
〉
紀
．
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
。
「
0
」
に
属

す
る
事
項
は
「
C
」
に
直
接
綾
く
翼
下
の
意
味
あ
る
書
表
で
あ
り
、

｝、

ﾎ
」
に
は
一
丁
の
か
・
る
雷
表
が
矯
す
る
。
フ
レ
グ
の
公
理
は
こ

の
記
法
を
用
ひ
て
次
の
形
に
書
か
れ
る
。

囲
麟

嘗
｛H

＜
＜＜

H

夢
ゆ
塾

3
”
Ω
、
貸
£
P
、

O
ゆ
ヘ
ギ
♪
O
、

◎
直
心
◎
〉
“
〉
い

◎
〉
碁
二

心
動
き
》

　
こ
の
公
理
器
系
は
完
全
で
あ
る
。
即
ち
命
題
論
理
學
の
正
し
い

難
題
は
凡
て
こ
れ
か
ら
二
推
理
規
則
を
用
ひ
て
誘
導
鳩
來
る
。
然

　
シ
　
エ
　
ン
　
ハ
　
イ
　
ツ
　
フ
　
れ
　
ラ
　
　

し
㎜
、
美
に
つ
い
て
の
峡
黙
、
」
が
あ
る
。
廓
ち
羅
系
は
猫
立
で
な
い
。

何
と
な
れ
ば
第
三
公
理
は
最
初
の
二
公
理
か
ら
・
結
論
嵩
來
る
。
そ

の
誘
導
を
後
に
實
際
に
や
っ
て
兇
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
近
代
の

定
式
化
さ
れ
た
命
題
論
理
學
の
藤
壷
が
如
何
な
る
外
貌
を
呈
す

る
か
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
誘
導
重
点
を
読
明
す
る
に
當
っ
て
次

　
　
　
　
　
『
ム
W
題
諭
狸
雄
の
歴
史
』

　
　
　
　
　
　
　
（
註
四
七
）

の
注
意
を
附
加
し
よ
う
。
誘
導
さ
れ
た
定
題
に
は
凡
て
番
號
を

付
け
、
そ
れ
に
よ
っ
て
定
題
で
あ
る
こ
と
を
示
す
が
、
こ
の
誘
導

さ
れ
た
定
題
の
前
に
は
凡
て
番
號
を
付
け
な
い
行
1
こ
れ
を

私
は
「
謹
明
行
し
と
名
付
け
る
一
が
見
崩
さ
れ
る
。
讃
明
行
は

凡
て
「
X
」
な
る
記
號
で
分
離
さ
れ
た
二
部
分
か
ら
成
る
。
こ
の

分
離
記
號
の
前
及
び
後
に
あ
る
も
の
は
違
っ
た
仕
方
で
表
し
た

同
じ
式
で
あ
る
。
分
離
記
號
の
前
に
あ
る
も
の
は
既
に
與
へ
ら
れ

た
定
題
に
行
ふ
代
入
φ
を
示
す
。
締
囚
へ
ば
常
煽
題
1
に
騰
す
る
識
…
明
行

に
於
て
言
表
．
．
ポ
蔦
へ
喫
ギ
◎
傘
㌔
き
i
3
㌔
．
は
一
の
「
汐
」

に
．
．
◎
◎
傘
、
O
◎
覧
寧
．
．
を
、
「
ク
し
に
．
．
傘
㌦
．
を
代
入
す
べ

き
こ
と
を
示
す
。
こ
の
代
入
を
行
っ
て
嵐
來
た
定
題
は
謹
明
過
程

を
簡
潔
に
す
る
た
め
雀
略
す
る
が
、
次
の
や
う
に
な
る
。

　
　
　
閂
、
　
貸
馬
⑨
へ
、
ミ
Q
£
Q
“
、
◎
9
讐
◎
⑨
ρ
、
◎
3
Q
P
｝
、

　
分
離
記
號
の
後
の
冨
表
．
、
書
目
…
一
。
は
同
じ
定
題
y
の
構
造

を
、
し
か
も
1
1
・
に
分
離
規
姻
が
適
用
峨
弱
る
こ
と
を
明
示
す
る
た

め
に
か
＼
る
仕
方
で
表
す
。
師
ち
黒
鉱
r
ば
．
．
∩
9
．
切
ご
の
型
を
も

ち
、
「
α
」
は
公
理
を
表
す
。
故
に
そ
れ
か
ら
「
β
」
或
は
一
が
新

な
定
題
と
し
て
分
離
さ
れ
る
。
定
器
3
ま
で
の
誘
導
は
フ
レ
ゲ
の

思
惟
過
程
そ
の
ま
、
で
あ
る
。
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
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九
四

　
ス
ト
ア
學
徒
が
創
始
し
ス
コ
ラ
娯
徒
が
嚢
展
さ
せ
フ
レ
ゲ
が

公
理
的
に
構
成
し
た
二
償
命
題
論
理
畢
は
今
や
完
成
さ
れ
た
艦

系
と
し
て
昏
々
の
限
前
に
あ
る
。
然
し
科
學
的
研
究
に
は
隈
界
が

知
れ
な
い
。
命
題
論
理
畢
の
「
毛
彫
」
艦
系
が
近
年
研
究
領
域
と
な

り
、
驚
く
べ
き
且
つ
こ
れ
ま
で
思
も
及
ば
ぬ
眺
塾
が
開
け
て
み

る
。
然
し
こ
の
新
論
理
學
に
表
し
て
は
將
來
歴
史
が
書
か
れ
る
で

あ
ら
う
。
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⑯
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